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発表の流れ

• 日本のVTSの現状
–海上交通センター
–近年の出来事

• 今後の展望
–一元的な海上交通管制
–新技術の開発・導入

• まとめ



日本のVTS：海上交通センター
・ レーダー、AIS、カメラ映像等により船舶の動静を確認

・ 船舶交通の安全に必要な情報提供や勧告を実施

・ 大型船舶の航路入航間隔を調整

・ 全国７か所(東京湾、伊勢湾、名古屋港、大阪湾、備讃瀬戸、来島海峡、関門海峡)



近年の出来事

• 港則法及び海上交通安全法の一部を改正
– AISを活用した情報の提供・指示勧告等の制度化
–法律施行後、対象海域の海難が顕著に減少



近年の出来事

• 東日本大震災
–発災直後、東京湾では各港内から一斉に避難した
船舶が湾内に滞留し、約400隻の避舶船舶が密集
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一元的な海上交通管制の構築（京浜港（横浜、東京、
川崎）、千葉港、東京湾海上交通センター）



海上交通センター・港内交通管制室及び関連設備
の位置図



伊勢湾及び大阪湾の海上交通センター配置



一元化後の安全性と運航効率の向上
（信号待ち・渋滞なし）の実現



運航効率の向上（信号待ち・渋滞なし）の具体例



大規模災害時（例：津波警報発令時及び発災時）の
対応

危険な避泊地

監視カメラ(増強)

センターから被害映像が入手可能！

避泊地

避泊地

運用司令センター（海上保安本部）
津波警報！
（スピーカー）

AIS・レーダー（増強）AIS・レーダー（増強）

津波警報等の提供

優先順位を定め、速やかな
避難

避泊地の混雑情報を提供

危険な避泊船の指導

AISバーチャルブイで障害
物表示

湾外で待機指示

津波警報発令時 発災時

＊＊基地、火災発生！
＊＊にコンテナ数個漂流！
＊＊沖5マイル火災沈没あり、
AIS仮想ブイ表示中！

OO

入湾の禁止指示
AIS・レーダー（増強）

監視カメラ(増強)

海上交通センター海上交通センター

津波警報！

（スピーカー）
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情報共有

・ 情報収集能力の向上による詳細な危険海域や避難海域の情報提供

・ LNG船やタンカー等の危険な船舶に対する衝突回避・避難誘導等の実施



新技術の開発・導入：信号所の強化

現 状 一元化後一元化後

固体化レーダ

●デジタル処理画像

●探知性能が大幅に向上

高機能追尾型監視カメラ

●夜間の動静監視が可能

監視カメラ

●夜間は使用できない

信号装置

●消費電力が大きい

●電球の断芯で消灯

電球

マグネトロンレーダ

●アナログ画像

津波退避場所

避難用階段

防災放送用
スピーカー 入

口

高光度防災対応型管制信号装置

●低電力で、発電機で長期対応可

●振動でも消灯せず、長寿命

ＬＥＤ

災害に強い



固体化レーダの特徴

• スプリアス低減
• パルス圧縮技術
• パルスドップラー処理によるクラッター抑圧
• 保守性の向上

マグネトロンレーダ 固体化レーダ



新技術の開発・導入：運用管制卓の高機能化

担当エリア（横浜）

横浜港

監視カメラ

Ａ丸

●夜間でも視認可能

●遠方でもｽﾞｰﾑで船名確認可能

●自動追尾可能

●夜間でも視認可能

●遠方でもｽﾞｰﾑで船名確認可能

●自動追尾可能

共用画面

東
京
湾
全
体
を
把
握
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能

アラート画面
（クローズアップ画面で危険な部分を認知できる）

レーダー、AIS
の情報を合成

衝突の危険がある場合はア
ラート画面が表示される

Ａ丸
針路300°
速力8ノット

着岸順番等も考慮
して入湾順を整流

信号と連動したスムー
ズな入航が可能

●９つのレーダー映像を合成



ビッグデータを活用した動態予測

• 海上交通センターが保有する膨大な船舶動静
データを船舶動態予測に活用



動態予測のイメージ

• ＡＩＳ、レーダ等で収集した航跡データを用い
て、”標準的な”モデルを作成

• 標準的でない航跡の船舶を検出した際にア
ラートを発出

【標準モデルの作成】

A

B

C

D

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

A

B

C

D

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4
D-3

C-2

B-2

A-2

経路パターン
のモデル化

【標準モデルと異なる場合】
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まとめ

• 海上保安庁では、全国7カ所において海上交
通センター(VTS)を運用

• 東日本大震災等を踏まえ、東京湾、伊勢湾、
大阪湾において海上交通管制を一元化

• 一元化に合わせ、VTSに関する新技術の開
発・導入を実施
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